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　2015年度学位記授与式が３月26日，NHK
ホールで行われました。私も「自然と環境コー
ス」が卒業となり，出席させていただきまし
た。学位記授与式では，高齢にも関わらず学
び続けている方の姿が私たちの励みになりま
すが，これまでの各学長の式辞もとても心に
残っています。「教養とはなにか」「今という
時代をどう考えるか」「学生に何を期待する
か」…などのお話です。各学長の式辞をお聞
きし，さらに放送大学で頑張ってみようと決
意を新たにしています。
　さて，私は大学を卒業後，群馬県庁に就職
しました。医療，行政管理，わたらせ渓谷鐡道，
がんセンター新病院建設，男女共同参画，児
童福祉などの仕事に携わってきましたが，い
ま振り返ると異動の度に新たな勉強が必要に
なるということの繰り返しでした。
　50歳直前，それまで充実感を味わいなが
ら仕事に取り組んできましたが，年齢を重ね

ても自分の中に人生観や世界観のようなもの
が希薄に感じられ，改めて幅広く勉強してみ
たい気持ちが強くなりました。
　そこで平成12年10月に「人間の探求専攻」
に入学しました。途中で挫折するかも知れな
いという不安感はありましたが，受講科目は
できるだけ土・日曜日に単位認定試験がある
ものとし，他の専攻コースの科目も積極的に
選択する，ということで始めました。
　特に印象に残っている科目は，「自己を見
つめる」，「芸術の理論と歴史」，「現代におけ
る伝統演劇」などです。能の鑑賞に国立能楽
堂まで出かけて行くなど，今までの自分にな
い変化もありました。
　放送大学では，一人でゆっくり考えたいと
思い，周りの学生さんとはあまり交流を持つ
ことはありませんでした。学生それぞれに自
分に相応しい放送大学との関わり方があって
良いと思います。
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　放送大学名誉学生
（現　教養学部情報コース）

放送大学での
　　学びを振り返って
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　「知らないことを知る楽しさ」に引き込ま
れ，その後も心理学，社会と経済，福祉など
の分野の科目を多少仕事と関係させながら学
び続けました。
　平成22年３月に県庁を退職し障害者団体
に再就職しました。その後「自然と環境コー
ス」に再入学しました。高校時代に苦手だっ
た数学や物理学に再挑戦といった気持ちもあ
りましたが，学習が遅々として進まなくなっ
てしまいました。
　そのような時に「ビッグヒストリー」とい
う，宇宙の創成の時代から現在までの歴史を
一体として捉え，様々に分化した学問を「ワ
ン　サイエンス（一つの科学）」とする考え

方を知りました。そこで「宇宙や地球」を中
心に学ぶことに切り替え，今春卒業すること
ができました。
　放送大学に出会えて本当に充実した時間を
過ごすことができ，また面接授業では先生方
の深い学識や人柄に直接触れることができ，
とても良かったと感じています。
　今年３月に障害者団体も退職しましたの
で，これからは関心のある科目を自由気まま
に選択し，また他県の学習センターも利用さ
せていただきながら，学歌の「知ることはよ
ろこび　知は力　よりよい生

いのち

を拓くため」今
しばらく放送大学で学び続けたいと考えてい
ます。

ログインID：学生番号（ハイフン“－”を除く数字10桁）
パスワード：西暦の生年月日８桁
　　　　　　（例：1975年１月１日⇒19750101）
を入力して「ログイン」をクリックする

（※閲覧期間は約１年間です）

クリック後に画面が変わったあとは自分が見たい学期をクリックし，見たい科目の問題・
解答・コメント等のPDFをクリックします。解答が公表されていない科目もあります。

①

④

②

③

「キ ャ ン パ ス
ネットワーク
ホームページ」
をクリックする

「資料室」を
クリックする

クリック
　　する

Webで過去の単位認定試験問題・解答等の
閲覧をしてみよう！

2



重要連絡重要連絡

 【別図】

平成28年度第１学期単位認定試験について

▶単位認定試験期間

　【大学院】７月22日（金）・７月23日（土）
　【学　部】７月24日（日）～７月31日（日）
　　　　　（７月25日（月）・７月29日（金）は閉所日です。）

　郵送でお知らせする「単位認定試験通知（受験票）」及び「単位認定試験受験に際しての注意事項」
を必ず確認してください。（７月中旬発送予定）
　※試験当日は，受験票と学生証を必ず持参してください。
　なお，７月14日（木）になっても受験票が到着しない場合，あるいは紛失した場合は，大学本部（電
話：043-276-5111）に連絡してください。

▶群馬学習センター駐車場の利用不可について

　単位認定試験期間中は，「お身体の不自由な方」以外は本学習センターの駐車場は利用できません。
　従いまして，『電車やバス等の公共交通機関』もしくは『前橋市営パーク城東駐車場』（別図）をご
利用ください。（バイクや自転車で来所の場合は，本学習センターの駐輪場をご利用ください。）
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重要連絡重要連絡

＜お身体の不自由な方＞
　本学習センター駐車場が利用できます。身障者専用駐車場を希望される方は，申請が必要とな
りますので，事前に事務室までご連絡ください。

　なお，県立図書館等の近隣駐車場への『無断駐車』は，おやめください。他機関等に迷惑を掛けな
いよう，社会人そして放送大学学生として，マナーを守ってください。

　『前橋市営パーク城東駐車場』から『群馬学習センター』までは，徒歩で約10分かかりますので，
その分の時間を見込み，時間に余裕を持った行動を心掛けてください。
　また，「前橋市営パーク城東駐車場」は有料となります。（※駐車代金は自己負担となります）

【前橋市営パーク城東駐車場の利用料金】
　１時間につき100円，上限は24時間（１日）最大1,000円

▶その他

　「試験問題」は，「持ち帰り禁止」です。
　　試験問題公表：８月上旬（予定）に全ての科目
　　試験解答公表：８月下旬（予定）に主任講師の了承のあった科目のみ
　キャンパスネットワークホームページ及び本学習センター（閲覧）にて公表いたします（約１年間）。

▶再試験について

　平成28年度第１学期に登録した科目の単位修得ができなかった場合，平成28年度第２学期に学籍
がある場合に限り科目登録を行わなくても再試験を受けることができます。在学期間が終了する方は，
平成28年度第２学期の入学手続きを行ってください。
　《出願期間：平成28年６月15日（水）～平成28年９月20日（火）必着》

▶学生証の交付について
　（28年４月に入学された方及びお手持ちの学生証の期限が切れている方が対象）

　単位認定試験期間中は原則として学生証の交付を行いませんので，必ず試験開始前までに学習セン
ターで新たな学生証を受領してください。

　なお，写真データを登録されていない方は，事前に本部へ郵送もしくはシステムWAKABAにて写
真をご登録ください（学生生活の栞（学部）p.18，（院）p.24参照）。
　※ 郵送での写真登録の場合，最大で２週間ほど時間がかかりますので，早めの手続きをお願い致し

ます。

〈単位認定試験期間中における窓口対応について〉
　試験期間中は，学習センター所属の全教職員が試験対応に集中しています。
　従いまして，試験期間中には十分な「窓口対応」がとれないことがありますので，時間を要す
る相談事項等がある場合には，極力，試験期間中を避け，事前または事後にご相談いただけます
ようお願いいたします。ご迷惑をお掛けいたしますが，皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ
ます。
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事 務 お 知 ら せ室 か ら の

図書・放送教材貸出停止期間について
　７月８日（金）～８月２日（火）
　（単位認定試験開始日の２週間前から単位認定試験終了日まで）
　※学部学生・大学院学生ともに同様になります。

図書の返却日について
　７月21日（木）まで
　図書の貸出が６月22日（水）～７月７日（木）の間であっても返却日は，上記期限になります
のでご注意ください。
　なお，図書・放送教材の貸出は８月３日（水）からとなります。

平成28年度（2016年度）第２学期に履修する科目登録について
　平成28年度第２学期も学籍がある方の授業科目の登録は，「科目登録申請票」で行う方法と「シ
ステムWAKABA」から行う方法の２種類があります。
　なお，この授業科目を登録するための「科目登録申請要項」は，平成28年７月上旬に送付されます。
　詳しいことは，「学生生活の栞」教養学部P.60，大学院P.55を参照してください。
　★「科目登録申請票」による申請期間
　　　平成28年８月15日（月）～平成28年８月30日（火）　大学本部必着
　★「システムWAKABA」による申請期間
　　　平成28年８月15日（月）９時～平成28年８月31日（水）24時まで
　なお，システムWAKABAによる授業科目の登録方法は，送付される「科目登録申請要項」に記
載されています。
　また，学習センターのパソコンからも登録できます。

各種届（願）の提出先について
　　各種届（願）の提出先は大学本部となりますので，提出期限必着でお願いします。
　なお，住所変更届については，所属学習センターへの提出となります。
　学習資料を受け取る際に重要ですので，変更があった場合には，速やかにお届けください。

「教員免許更新講習修了認定試験」及び「看護師資格取得に資する科目単位
認定試験」における駐車場の利用について

　８月20日（土）・21日（日）に教員免許更新講習修了認定試験
　９月23日（金）・24日（土）に看護師資格取得に資する科目単位認定試験が行われます。
　当日，お車でお越しの場合には，当センターの駐車場に限りがあるため，満車となっている可能
性があります。その際には，近隣の有料駐車場（前橋市営パーク城東：１時間につき100円，上限
は24時間（１日）最大1,000円，徒歩約10分）等を，ご利用願います。

　図書室では，古くなった雑誌等を希望者に差し上げます。
　第１学期の単位認定試験期間中〈７月22日（金）～７月31日（日）〉に，図書室入口付近に段ボー
ル箱に入れておきますので，欲しい方はお持ちください。（１人２～３冊でお願いします。）

図書室からのお知らせ
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平成28年度 今後のスケジュール今後のスケジュール今後のスケジュール今後のスケジュール

行　　　　　事 学　　　　　部 大　　　学　　　院

面　 接　 授　 業 4 月 16日 ( 土 ) ～ 8月 5日 ( 金 )

図書・放送教材室外 
貸 出 停 止 期 間 平成 28年 7月 8日 ( 金 ) ～ 8月 2日 ( 火 )

通信指導添削結果返送

平成 28年６月末頃
添削結果が，①択一式科目：平成28年７月 8日（金）まで、
　　　　　　②記述式科目：平成28年７月 19日（火）までに届かない場合は，大学本部に連
絡してください。（TEL：043-276-5111）

単位認定試験受験票送付

平成 28年 7月中旬
平成 28年 7月 14日 ( 木 ) になっても受験票が届かない場合，あるいは紛失した場合は，大学
本部に連絡してください。
（TEL：043-276-5111）

集 中 放 送 授 業
( 再 放 送 等 ) 平成 28年 7月 22日 ( 金 ) ～ 9月 30日 ( 金 )

単 位 認 定 試 験 平成28年7月24日(日)　～　7月31日(日) 平成 28年 7月 22日 ( 金 )・7月 23日 ( 土 )

看 護 師 資 格 取 得
に 資 す る 科 目
( 夏 季 集 中 型 )
単 位 認 定 試 験

平成 28年 9月 23日 ( 金 )
平成 28年 9月 24日 ( 土 )

平成 28 年度第 2 学期
科 目 登 録 申 請

※「科目登録申請票」による申請期間
　平成 28年 8月 15日 ( 月 ) ～ 8 月 30日 ( 火 ) 　大学本部必着

※「システムWAKABA」による申請期間
　平成 28年 8月 15日 ( 月 )9 時～ 8 月 31日 ( 水 )24 時

（全科履修生・選科履修生・修士全科生・修士選科生）

臨 時 閉 所 日 7 月 29日 ( 金 )・8月 2日 ( 火 )

所属学習センター変更願
提 出 期 限

郵送による提出の場合　　　　　　　 　平成 28年 8月 10日（水）　大学本部必着
システムWAKABAによる提出の場合　平成 28年 8月 10日（水）

休学・復学・退学届
提 出 期 限

郵送による提出の場合　　　　　　　 　平成 28年 9月 30日（金）　大学本部必着
システムWAKABAによる提出の場合　平成 28年 9月 30日（金）

学 位 記 授 与 式 平成 28年 9月 25日 ( 日 )：群馬学習センター

入 学 者 の 集 い 平成 28年 10月 1日 ( 土 )：群馬学習センター

※博士全科生はシステムWAKABAが使用できませんので，各種手続きは郵送にてお願いいたします。
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◆ 今 後 の 土 曜 フ ォ ー ラ ム ◆

平成28年度前期の公開講座

　平成 28年度前期の第１回公開講座「土曜フォーラム」が６月４日（土）に沼
田市中央公民館にて開催されました。国文学研究資料館名誉教授の丑木幸男先生
を講師とし，「３万石から 14万石へのからくり―沼田真田氏の地域政策―」と
題して行われ，100名を超える方々が熱心に聴講されました。
　真田家は松代藩（10万石）と沼田藩（３万石）に分かれ，沼田藩は初代沼田城主・
信之の長男・信吉に分与されました。信吉の後継者である沼田真田氏第５代目の
真田信利（伊賀守）は，寛文２年，３年（1662 年，1663 年）に領内総検地を

実施し，領地３万石を一気に 14万石余りに引き上げました。その背景は，真田氏の本家筋として信
州真田氏からの自立，松代藩 10万石への対抗意識からくるものでした。しかし，この検地は田畑等
級の引き上げや石盛の引き上げ，強引な耕地面積の打ち出しなど，生産力を反映しない過重なもので
あったため，住民の負担を増大させ，沼田藩の破綻につながったとのことでした。
　ですが，沼田真田氏は石高を上げるための「用水開発」や民生の安定，住民定着のための「寺社造
営」などに尽力し，その後の沼田領の地域政策の基本的枠組
みを形成したとのことでした。
　聴講者は３万石から 14万石へのからくりを解き明かす話
しを興味深そうに聞き入り，身近な地域に縁のある人物が
行った政策や歴史的背景に触れ，より深く知りたい気持ちに
させられた講演会でした。

土曜フォーラムを開催

聴
き
入
る
聴
講
者

講演する丑木先生

３万石から14万石へのからくり―沼田真田氏の地域政策―
 国文学研究資料館　名誉教授　丑木　幸男 氏

　生涯のうち二人に一人が「がんにかかる」時代である。2006年がん対策基本法が成立し、国・県
をあげてがんの予防・医療・ケアに取り組んでいる。かかる率が高いがんは男性では前立腺がん、女
性では乳がんである。早期に発見できれば体に負担のかからない治療ですむ。今では病名が伝えられ、
自分で自主的に治療法を選択している。ここでは前立腺がん・乳がんの最近の動向と早期発見のため
に自分でできることについて考えてみたい。

　話者は、ペルー・アンデスで、標高4000メートルを超える高原でリャマとアルパカを飼う牧民の
調査を長く続けてきた。ヒマラヤでは、ヤク（ウシの仲間）などを飼育するネパールのシェルパ民族
をはじめ、ブータン、インドなどでも調査を行ってきた。多くの現地写真と共に２大高地での人々の
生活を紹介しながら、人と自然との持続的な関係や、外部世界との関係などについて考える。

第１回

第78回

第79回

7月16日㈯

9月3日㈯

がんとともに生きる時代 ―知っとこ！男性・女性に多いがんのこと―

極限高所で生きてきた人々 アンデス、ヒマラヤのフィールドから

放送大学群馬学習センター客員教授・群馬大学大学院保健学研究科教授　神田　清子

放送大学教授　稲村　哲也

申  　込　  先 放送大学群馬学習センター（県民会館・県立図書館北） 　〒371-0032 前橋市若宮町1-13-2

申 込 方 法

募 集 人 数 聴　講　料

氏名・電話番号・聴講希望のテーマ（または番号）を明記の上、上記申込先にハガキ、電話（027-230-1085）
ファックス（027-230-1094）、電子メール（gunma-housou@ouj.ac.jp）のいずれかでお申し込み下さい。

各80名 無　料
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学生種類別在学者数

 学生の種類 収容定員 放送大学全体 群馬学習センター

 全科履修生 60,000 58,434 1,023

 選科履修生  18,012 383

 科目履修生 40,000 6,306 103

 特別聴講生 　  1,248 15

 合　　計 100,000 84,000 1,524

（単位：人）

 学生の種類 収容定員 放送大学全体 群馬学習センター

 修士全科生 1,000 1,105 24

 修士選科生 
11,000

 3,560 60

 修士科目生  515 8

 博士特別聴講学生 － 1 0

 博士全科生 30 37 0

 合　　計 12,030 5,218 92

（単位：人）学　部 大学院

平成28年度
第１学期現在在学者の状況群馬学習

センター
群馬学習
センター

▶ ▶

在学者の状況在学者の状況

群馬学習センター在学生の属性（教養学部）

年齢

性別

職業

専攻

コース

最終学歴

※専攻・コースは全科履修生の属性を示す。

専修学校　
高等課程等
2.6％

高等学校等
38.0％

短期大学等
10.0％

専修学校　
専門課程等
18.2％

大学等
24.2％

大学校
3.2％

大学院
2.2％

新制中学校
1.6％

70代
7.0％

60代
19.7％

50代
18.5％ 40代

25.0％

80代
1.1％

90代
0.1％

10代
0.5％ 20代

8.9％

30代
19.2％

公務員・団体
職員等
8.3％

自営業・
自由業
6.0％

農業等
0.5％

他大学等の学生
1.7％

パート・
アルバイト
10.6％

看護師等
25.2％

無職（主婦含）
21.3％

その他
4.5％

会社員等
16.6％

31

1,023

992

1,023

生活と福祉
28.5％

心理と教育
28.8％

社会と産業
11.8％

人間と文化
14.4％

自然と環境
8.8％

情報
4.6％

生活と福祉
1.2％

発達と教育
0.5％

社会と経済
0.7％

産業と技術
0.3％

人間の探究
0.2％

自然の理解
0.2％

男性
40.3％

女性
59.7％

教員
5.3％
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群馬学習センター在学生の属性（大学院文化科学研究科）

年齢

性別

職業

最終学歴

プログラム

※プログラムは修士全科生の属性を示す。

男性
54.3％

女性
45.7％

生活健康科学
12.5％

臨床心理学
12.5％

人間発達科学
8.4％

社会経営科学
20.8％

自然環境科学
20.8％

人文学
20.8％

情報学
4.2％

専修学校　
専門課程等
3.3％

高等学校等
4.3％

短期大学等
1.1％

大学等
81.5％

大学院
4.4％

70代
8.7％

60代
26.1％

50代
27.2％

40代
21.7％

90代
1.1％

20代
3.3％ 30代

11.9％

大学校
5.4％

教員
18.5％

公務員・団体
職員等
19.5％

自営業・自由業
7.6％

農業等
2.2％

パート・
アルバイト
6.5％

看護師等
6.5％

無職（主婦含）
21.8％

他大学等の
学生
2.2％

その他
3.3％

会社員等
11.9％

　平成 29年度の履修希望者を対象とした「卒業研究履修ガイダンス」が，
６月 26日（日）に開催されました。教務担当者より概要説明を行った後，
放送大学の河合明宣教授から卒業研究の目的，研究テーマの設定や研究の進
め方などのアドバイスがありました。また，三田所長からは「ひとつの研究
を継続して行うには，やりたい分野があると思っても，その分野をより狭め
た範囲で考え研究テーマを検討することが重要である。」などの話がありま

した。参加者からは，「自分にはできる
と思えず，不安が大きいまま今日のガイダンスに参加したが，
自分のフィールドを活かしたテーマへのアプローチの仕方な
ど，具体的な話が聞けたので，ぜひチャレンジしたい。」，「修
士の願書提出にも役立つような話が聞けて良かった。」など
の感想があり，大変有意義なガイダンスとなりました。ガイダンス参加者

説明を行う河合教授

卒業研究履修ガイダンスを開催
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　去る４月17日，群馬同窓会は平成28年度定期総会を開催しました。総会においては，同窓会
が在学生の皆さんの支援にあたるため，本年度の重点目標として，同窓生の体験を通した“生活
に密着した学習方法”など相談事業に力を入れて取り組んでいくことが確認されました。サーク
ル活動についてもできる限りの応援，協力体制を確立し充実した活動を目指します。
　また，総会時の記念講演会は館林市在住の牧野將氏（同窓会会員）が長年にわたって研究され
てきた郷土の芸術家「藤牧義夫」に関する貴重なお話でした。

　放送大学の叢書は，すでに数えて全32刊となりました。全刊のタイトル等の詳細については
学生交流室に掲示しております。また実物は，エントランスホールの書棚に印刷教材とともに保
管しております。
　このたび，次の４種が新刊叢書となりましたので，ご案内申し上げます。

　＊西川泰夫「心をめぐるパラダイム　人工知能はいかに可能か」
　＊濱田嘉昭「科学の考え方　論理・作法・技術」
　＊徳丸吉彦「ミュージックスとの付き合い方　民族音楽学の拡がり」
　＊天野正幸「哲学の原点　ソクラテス・プラトン・アリストテレスの知恵の愛求としての哲学」
　左右社やアマゾンなどインターネットで直接購入することができますが，群馬同窓会では学生
の皆さんがお求めやすい価格設定（10％引き）にしております。購入希望の方は学習センター
窓口にてお気軽に申し付けください。

　恒例の春の研修会は埼玉県秩父地方を巡り，やまとみゅーじあむ（棟方志功コレクション），
武甲山資料館や秩父祭り会館では勇壮な夜祭り映像に感動したり，新緑の中でのんびり散策を楽
しみました。また，今秋の頃希望に沿って企画します。より有意義で楽しい学生生活の一つとし
て多くの皆さんの参加をお待ちしています。気軽に参加されますよう近いうちにご案内申し上げ
ます。

（放送大学群馬同窓会長　下田　清美）

同窓会からのお知らせ

定期総会 記念講演をする牧野氏

新刊叢書のご案内

春の研修旅行 ～新緑の秩父路を訪ねて～

定期総会の開催
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追 加 登 録

　空席状況の発表　　平成28年10月15日（土）12時
　追加登録の開始　　 平成28年10月21日（金）～科目ごとに定められた「追加登録受付期限」

内に，各学習センターで登録する。
　対　　象　　者　　 平成28年度第２学期に学籍のある全ての全科履修生・選科履修生・科目

履修生

面接授業科目のご案内面接授業科目のご案内平成28年度
第 ２ 学 期

科目区分 分　野 科　　目　　名 講師名 講師所属部署 定員 日　　程

基盤科目 幾何学の散歩道 瀬山　士郎 群馬大学・名誉教授 40 10／15（土）～10／16（日）

基盤科目 外国語 海外旅行実践英会話３ 上原　景子 群馬大学・教授 30 11／19（土）～11／20（日）

基盤科目 外国語 基礎からの韓国語 朴　　惠蘭 群馬県立女子大学・非常勤講師 48 11／26（土）～11／27（日）

基盤科目 外国語 中国語入門編 林　　明京 中国ビジネス研究所・代表 64 12／10（土）～12／11（日）

導入科目 情報 表計算基礎実習 中沢　信明 群馬大学・准教授 20 11／19（土）～11／20（日）

導入科目 自然と環境 食品の化学分析 相澤　省一 群馬大学・名誉教授 28 10／22（土）～10／23（日）

専門科目 生活と福祉 生活と健康に関する研究 田村　文子 群馬県立県民健康科学大学・教授 48 11／12（土）～11／13（日）

専門科目 生活と福祉 フードファディズムと食生活 高橋久仁子 群馬大学・名誉教授 45 12／３（土）～12／４（日）

専門科目 心理と教育 心理検査法基礎実習 森　　慶輔 足利工業大学・准教授 40 10／15（土）～10／16（日）

専門科目 心理と教育 心理学実験研究のための統計入門 河内　和直 群馬医療福祉大学・非常勤講師 20 10／22（土）～10／23（日）

専門科目 心理と教育 エピソードで学ぶ心理学３ 堀　　　正 群馬大学・名誉教授 64 10／29（土）～10／30（日）

専門科目 心理と教育 心理学実験３ 森　　慶輔 足利工業大学・准教授 20 10／29（土）～10／30（日）

専門科目 心理と教育 臨床心理学２－ストレス対処－ 加藤　昌弘 グループインサイト心理教育研究所・所長 28 11／５（土）～11／６（日）

専門科目 心理と教育 心理学実験１ 堀　　　正 群馬大学・名誉教授 20 11／12（土）～11／13（日）

専門科目 心理と教育 心理学実験２ 山口　陽弘 群馬大学・教授 20 11／26（土）・12／３（土）

専門科目 社会と産業 群馬の自然：保護と利用 河合　明宣 放送大学・教授 20 10／15（土）～10／16（日）

専門科目 人間と文化 藤原定家概説 石川　泰水 群馬県立女子大学・教授 64 10／22（土）・10／29（土）

専門科目 人間と文化 郷土史料を読むＤ 落合　延高 群馬大学・名誉教授 48 12／３（土）・12／10（土）

専門科目 人間と文化 群馬の考古学３ 右島　和夫 群馬県立歴史博物館・館長 40 12／３（土）～12／４（日）

専門科目 自然と環境 観測天文学入門
吉岡　一男
矢治健太郎

放送大学・教授
国立天文台太陽観測所・専門研究職員

30 11／５（土）～11／６（日）

専門科目 自然と環境 微分積分と差分和分 石崎　克也 放送大学・教授 48 11／５（土）～11／６（日）

総合科目 意思決定を支援するための手法 杉山　　学 群馬大学・教授 48 11／12（土）～11／13（日）
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知る喜びを多くの方に感じてほしい！知る喜びを多くの方に感じてほしい！

現在，募集要項配布中です

平成28年度第２学期（10月）入学

（第１回）平成28年６月15日（水）～平成28年８月31日（水）まで
（第２回）平成28年９月１日（木）～平成28年９月20日（火）まで

皆様のお友達を
ご紹介ください

資料請求・
お問合せ先

放送大学群馬学習センター　TEL 027－230－1085
放　　送　　大　　学 ホームページ　http ://www.ouj .ac . jp
 フリーダイヤル　0120－864－600

　放送大学は，放送大学学園法という法律に基づき設置された通信制の大学です。
　群馬学習センターでは，10代～90代の方が学んでいます。学生になるのに年齢は関係ありません！　大学生に
なってみませんか。
　現在，放送大学で学んでいる学生は，全国で約90,000名，群馬学習センターでは約1,600名の方がおります。

知る喜びを多くの方に感じてほしい！

入学の時期

出 願 期 間

入学生募集中10月10月 入学生募集中入学生募集中10月
募集する学生

編集後記編集後記
　先日まで学生交流室でWEB 通信指導に取り組んでいる学生を多く見

かけました。通信指導の提出を終え，ようやく一息ついたところで単位認

定試験が近づいてきましたね。試験対策は万全でしょうか。仕事をしながら，家庭を支えながらの

学習は簡単なことではありませんが，後悔のないように準備をし，試験を乗り切りましょう！

　これからますます暑くなります。試験対策とあわせて，熱中症対策と体調管理にも十分気をつ

けてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  編集担当：渡辺沙織

　選科履修生・科目履修生
・15歳以上であれば，どな
たでも入学できます。

　全科履修生
・18歳以上で大学入学資
格（高校卒業等）をお持
ちの方は，どなたでも
入学でき，卒業すると
学士（教養）の学位を取
得できます。

・短期大学・専門学校等か
ら３年次編入学もでき
ます。

教　養　学　部教　養　学　部 大学院文化科学研究科大学院文化科学研究科

　修士選科生・修士科目生
・18歳以上であれば，どなたでも入学できます。（※入学試験はあ
りません）

　修士全科生
・大学卒業またはそれと同等以上の学力があると認められ，入学
試験を合格した方は，修士課程を修了すると修士（学術）の学
位を取得できます。（※４月入学のみで10月入学はありませ
ん）

　博士全科生
・大学院修了またはそれと同等以上の学力があると認められ，入
学試験を合格した方は，博士課程を修了すると博士（学術）の
学位を取得できます。（※４月入学のみで10月入学はありませ
ん）

なお「修士全科生」「博士全科生」の募集要項も配布中です。（出願期
間は8/15～8/31まで）
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